





































































































































































































































































































































きるかもしれない。すなわち、 『指導要領解説』に、 「訓点を付けて読みやすくす 必要がある」 （
38頁） とあるように、
高等学校においては、主に訓点つきの漢文を読んでゆくであって、返り点や送りがなは読解のため 大きなヒントとなる。したがって、ひとまずは 従えば 意は把握できる、と。しかし、そうしたヒントを利用す こ から






ための簡潔で的確な方法論である。まず、訓読みすることによって熟語を構成する各語の語義を把握し、その上で語と語との関係をいくつかの類型と照応しながら考え、最終的に熟語の意味を推測する、という である。　『高等学校学習指導要領解説国語編』 （二〇一〇年、教育出版。以下『指導要領解説』と称 ）に拠れば、 「思考力」とは、 「言語を手掛かりとしながら物事を筋道立てて考える能力」と定義される（
10頁） 。だとすれば、以上に見て
きた熟語の構成についての学習は、まさに思考力を養う基礎訓練となるものではないか。国語の学習の中では様々な場面で、思考力を養い伸ばすこ が求められるが、漢字一字一字を一定の造語原理に則って関係づけてゆくという熟語の学習も、確かにそ 中のひとつに数えられるの ある。筆者が重んじる所以であ 。　
ところで、前節で示したように、今回の調査結果からは、




返る意義があるように思われる。とりわけ、学習者に思考を促すという観点から見て、小学校教科書が具体的な方法論を明示しながら、熟語の意味を推測させようとしていることは見逃せな 。なぜな ば、前節に引用した小学校教科書の解説文は、単語の語義を捉え、語と語との関係を考え、文意を推測してゆく、という「漢文を読む」ことそものに置き換えることができるであろ が 学習者は、このような方法に習熟するこ によって、一定の原理原則に依拠しながら論理的に漢 を理解できると考えられるためである。　
とはいえ、入門期の学習者は、訓読の様々なルールを覚























関係を考える場合、これらの情報を踏まえ 結果 、「竜門（補足語） 」 「登（述語） 」る、と判断するのでる。　
訓点は、右のような思考の過程を省略して、結果のみを












































るが、熟語の学習を通じて漢文の構造の説明をおこなうことは、興味づけや判りやすさなどの点で、効果的な指導である。本を読むこ を「読書」と言い、安心できないことを「不安」と言うなど、本来の日本語文と異なる漢文の構造が既に身近な言葉として存在している事実に、我々は確かに新鮮な驚きを覚える。しかしな ら、そ は入門期に限定されるものでは く 我々が漢文 学習する中で常に振り返り、読解に躓いた時にはいつでも立ち戻るべき基本として位置づけ べき あろう。　
ここでは、文構造を随時に意識しながら反復学習するた


































































　「天生」は、 「天が生みだす」という主述構造であり、かつ下に続く「麗質」を修飾するものである。この場面では、単に生まれながらの美しさを述べた のと考えられるかもしれないが、 「長恨歌」後半において「中に一人有り字は太真、雪膚花貌参差として是れなり」 （第
87～
88句）とい
















































て、 そうした解説法がおこなわれている。 なお、 本稿では、 「構造」を





















































































登ると為す（是時朝廷日亂、綱紀頽地。膺獨持風裁、以聲名自高。士有被其容接者、名爲登龍門） 」とある。ま 、その李賢注に引く辛氏『三秦記』に、 「河津
  一に龍門と名づく。
水険しくして通ぜず、魚鼈の属
  能く
上のぼ
る莫し、江海の大
魚
  龍門の下に薄集すること数千、上るを得ず、上れば則ち
